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自然の贈り物～野草から薬ができるまで～

国立大学法人

千葉大学　環境健康フィールド科学センター

自然科学、漢方医学、薬学

会期：2011年8月18日（木）13：30 ～ 8月20日（土）14：30 2泊3日

科学のめざましい進歩によって、私たちの病気を治してくれる
医薬品が開発されています。医薬品の歴史をたどると、その起源
はこの地球の自然界の贈り物、特に植物にあります。千葉大学の
環境健康フィールド科学センターでは、東洋医学を基盤に健康と
自然の融合した新しい領域を創りながら研究を進めています。
このプログラムでは、私たちの身の回りの薬草や野菜の機能性

に関する講義、フィールドの植物の探索および採集を行い、さら
に植物から有用成分の簡単な抽出実験と確認試験を行います。ま
た、漢方医・薬剤師による漢方薬の実践講義や柏の葉診療所の見
学も行い、漢方薬の煎じ薬や塗り薬を作製し、試飲体験を行いま
す。
この体験を通して、日本の医療、自然と共生し健康に生きるこ

と、植物の多機能性とその応用について総合的に学ぶことができ
ます。

国立大学法人 千葉大学
環境健康フィールド科学センター
千葉県柏市柏の葉6-2-1
（つくばエクスプレス線「柏の葉キャンパス駅」下
車、徒歩5分）

URL：http://www.h.chiba-u.jp/center/
宿泊場所：ホテルデルプラド（予定）

16名

五感で感じる植物の不思議発見がメインテーマです。
キャンプの期間中、いつも「これは何だろう？」、「ど
うして？」、「本当かな？」などといった、不思議を探
す心構えを忘れないようにしましょう。

（1）柏の葉キャンパス内を探索し、水田、野菜や果樹
の畑、薬草園にある野菜、果実、薬草などを採集、
観察します。さらに、実物に触れたり、かいだり、
味わったりして、植物の魅力を実感します。

（2）フィールド科学センターでの研究体験として、薬
草から薬となる成分を抽出して確認する実験を行
います。また、野菜に含まれる栄養成分を抽出し
て測定します。さらに最先端分析技術として、高
速液体クロマトグラフィー、ガスクロマトグラフ
ィー・マススペクトロメーターなどで、薬用成分
や香り成分の分析を体験します。

（3）職業体験として、薬剤師の指導のもと、漢方の煎
じ薬や塗り薬を作製し、実際の生薬に触れ、実際
の現場で薬剤師が行っている調剤を体験します。
また作製した煎じ薬を試飲します。

（4）柏の葉診療所内の見学と漢方医の実践講義を通し
て、実際に日本で行われている漢方の医療現場の
世界を覗きます。

（5）身近な薬草や薬の歴史、野菜の機能性や関連する
研究などについて、講義を通じて学びます。

（6）一連の講義と実体験を通じ、自然の贈り物である
植物の多機能性とその応用について、薬学と農学
という両方の観点から総合的に学習します。

８月１８日（木）
13:30～14:00 集合受付
14:00～14:20 開講式・オリエンテーション
14:30～16:00 薬草についての講義
16:10～17:40 野菜についての講義

８月１９日（金）
8:50～11:30 キャンパス内で薬草や野菜等の

観察・採集・体験・標本作製
11:30～12:30 昼食
12:30～16:30 薬草から薬用成分の抽出・確認実験、

先端分析技術体験
16:30～18:00 漢方医学と漢方薬の入門講義
18:00～19:30 講師等との交流会

８月２０日（土）
8:50～11:20 漢方薬の煎じ薬や塗り薬の作製と

試飲体験
11:20～12:00 柏の葉診療所と薬局の見学
12:00～13:00 昼食
13:00～14:00 総合討論・発表会
14:00～14:30 閉講式・解散

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

千葉大学環境健康フィールド科学センターのホームペ
ージ（http://www.h.chiba-u.ac.jp/center）から会場
の所在地や関連学部の研究室にアクセスできます。

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場

スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）
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農楽体験～自然を知る、食を知る、生物を知る～

国立大学法人

高知大学 農学部 及び 附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター

農業技術、自然環境、フィールドサイエンス

会期：2011年8月18日（木）13：00 ～ 8月20日（土）14：00 2泊3日

地球環境、食の安全安心、健康等への関心が高まる中で、総合
科学（総学）、応用科学（実学）として地域農業をリードする農学
は、農を通して、人と自然との関わり、人々の活動が自然環境に
及ぼす影響を多様な視点から捉えるという役割も担っています。
今回のキャンプでは、恵まれた自然資源を礎として特色ある第

1次産業の展開する高知県で、最新の知識と技術の適用場面であ
る農業現場に身をおき、農業及び農業技術に関する最新のトピッ
クを学ぶとともに、農作業を通して高知の自然を体感し、物的豊
かさや効率性を重視する社会の中での農の意義・役割と課題を理
解するとともに、人と自然環境・地域資源との持続的で調和した
関係について考えます。

国立大学法人 高知大学　農学部
及び附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター
高知県南国市物部乙200番地
（高知龍馬空港より徒歩10分。JR「高知駅」より路
線バス約35分。JR「土佐山田駅」より車約20分。）

URL：http://wwwagr.cc.kochi-u.ac.jp
宿泊場所：高知大学農学部　厚生会館

15名

（1）｢高知県産褐毛和種牛｣のはなしと飼育管理作業体験
高知県にしかいない和牛「高知県産褐毛和種牛」（土
佐の赤牛）について学び、実際に飼養管理作業を行い
ます。また、初日講師たちとの交流夕食会でその肉を
試食します。
（2）｢稲作｣のトピックと水稲の収穫・調整作業体験
高温多雨で台風が常襲する西南暖地の稲作について学
び、収穫から白米になるまでの稲刈・脱穀・（乾燥）・
籾すり・精米の各作業を体験します。
（3）園芸栽培におけるトピック
園芸（野菜・果樹・花卉）は高知県農業の基幹で、農
業粗生産額の7割以上を占めます。特に、冬季温暖多
照という気象条件を活かした野菜を中心とする施設園
芸が盛んです。この施設園芸の最新のトピックを学び
ます。また、高知県に存在する、土佐文旦、新高ナシ、
ポンカン等地域特産品的な果樹についても学びます。
（4）大学院生と共に学ぶ農業実習
高知大学大学院農学研究科で学ぶ大学院生が企画し
た、自分たちの研究テーマに基づく高校生のための農
業実習プログラムに共に取り組みます。3～4のプログ
ラムを予定しています。
（5）「圃場」の中の虫たち
化学農薬依存型の農業は、「圃場（田や畑）」内の作
物・家畜以外の生物の生息密度を下げることで、虫や
病気等の害を防除してきましたが、環境問題や循環型
社会等への関心が高まるなかで、「圃場」における人
と生物の関係が大きく変化しています。虫の採集によ
りそれを確認します。

８月１８日（木）
13:00 高知大学農学部集合
13:10～13:30 開講式、プログラム説明、講師紹介等
13:30～14:30 講義「農業を通してみる人と自然の

関係」
14:30～16:30 高知大学フィールドサイエンス

センター見学
16:30～17:30 講義「高知県産褐毛和種牛のはなし」
17:30～ 家畜管理（牛舎）
19:00 宿舎へ移動　入浴、

講師等との交流会（夕食）
８月１９日（金）

8:30～ 9:30 講義「稲作のトピック」
9:30～12:00 稲刈り・脱穀・籾すり・

精米作業の体験
12:00～13:00 昼食
13:00～14:00 講義「果樹作のトピック」
14:00～15:00 講義「野菜作のトピック」
15:00～16:30 大学院生と共に学ぶ農業実習　part1
16:30～18:00 大学院生と共に学ぶ農業実習　part2
18:00 宿舎へ移動　入浴・夕食後再び農学部へ
19:30～ 高知大学農学部に棲む虫たちの夜間採集

８月２０日（土）
8:30～ 9:30 採集した虫たちの分類・整理

─害虫と益虫─
9:30～10:30 講義「新しい人と虫の関係

─IBMからIPMへ」
10:30～11:30 講義「農産物の有する機能性物質と

新たな活用法」
11:30～13:00 竹筒ごはん炊飯と昼食
13:00～14:00 ディスカッション

─これからの人と食と自然─
閉講式・解散

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

農業（農学）の入門書：
○「農学基礎セミナーシリーズ」

出版社：農山漁村文化協会
○「基礎シリーズ」出版社：実教出版

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）



67

はじめてのゲームソフトウェア創り～ソフトウェア開発入門～

東京工科大学　コンピュータサイエンス学部

情報、ソフトウェア開発、ゲームプログラミング

会期：2011年8月19日（金）12：15 ～ 8月21日（日）17：00 2泊3日

東京工科大学　コンピュータサイエンス学部
東京都八王子市片倉町1404-1
（JR横浜線　「八王子みなみ野駅」下車、大学バス
約10分）

URL：http://www.teu.ac.jp/
宿泊場所：マロウドイン八王子（予定）

20名

仮想企業を立ち上げ、各チームで実際に動くゲームを
作成し、創造活動の楽しさを実体験します。プログラ
ミングの基本概念を学ぶのはもちろんのこと、ソフト
ウェア開発の上流工程から下流工程までを通して体験
することでソフトウェア開発の奥深さを知り、またグ
ループ（チーム）を組むことでコミュニケーションの
重要性、コラボレーションの難しさ・楽しさを知るこ
とができます。また、高校での勉強がソフトウェア開
発にどのように関連しているかも学びます。
●Greenfootによるプログラム開発練習
プログラミング導入教育用の開発環境Greenfootの説
明と、それを用いて簡単なプログラミングを学びます。
ゲームキャラクタを画面に表示させたり、それを動か
したり効果音を出したりなどの基本テクニックの学
習・練習をします。
●理解を深めるための講義
以後行う作業の意味・必要性を理解するために、ソフ
トウェア開発の実際と求められる人材像に関する講義
を聴きます。
●仮想企業の立ち上げ
チーム分けしてゲームソフトウェア開発のための仮想
企業を立ち上げます。会社の名前を考えたり、各自の
組織内での役割を決めたりします。
●ゲーム制作実習
“企業”の立場に立ってゲームソフトウェア開発を行
います。企画会議を通じて企画提案書を作成し、その
後、仕様確定、設計、素材制作や作曲などを順次行い、
自分たちの作ってみたいゲームを完成させます。
●発表会
各チームで開発したゲームをプレゼンテーションし、
自分たちで作成したゲームのお披露目と売り込みを行
います。

８月１９日（金）
12:15～12:45 「八王子みなみ野駅」改札前広場集合・受付
13:00～13:15 開講式
13:15～13:50 導入講義－プログラミング開発環境

に慣れる－
14:00～15:00 演習（1）－Greenfootによるプログラ

ム開発－
15:00～15:50 演習（2）－Greenfootによるプログラ

ム開発（続き）－
15:50～16:00 中間のまとめ
16:00～16:20 理解を深めるための講義（「ソフトウ

ェアの社会的意義と必要とされる人
材・スキル」）

16:20～17:00 PBLの説明と仮想企業の立ち上げ
－チーム分け・役割分担の決定・明
日へ向けての会議－

17:10～18:40 講師等との交流会

８月２０日（土）
9:00～ 9:20 今日の作業の説明と昨日の内容の確認
9:20～10:00 ゲーム制作実習（ゲームプランニン

グと企画書案の作成等）
10:00～11:00 ゲーム制作実習（企画書の確定等）
11:00～12:00 ゲーム制作実習（仕様書・外部設計等）
12:00～13:30 食事、休憩
13:30～14:30 ゲーム制作（素材の制作・描画・作曲等）
14:30～17:00 ゲーム制作（コーディング等）

８月２１日（日）
9:00～11:00 ゲーム制作（レベルデザイン等）

－ゲームの楽しさや難しさの設定－
11:00～12:00 プレゼンテーションの準備
12:00～13:30 食事、休憩　
13:30～14:50 発表会(デモを含む)および全体の講評
14:50～16:00 ソフトウェア開発のマネジメントに

関するロールプレイ演習
16:00～16:40 3日間のまとめ

－何を学んだのか、何を学ぶべきか－
16:40～17:00 表彰式および閉講式　解散
1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

Webサイト：コンピュータサイエンス学部
http://www.teu.ac.jp/gakubu/cs/

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

プログラミング導入教育のために開発されたオープン
ソースソフトウェアGreenfootを用い、ソフトウェア開
発を実際に体験します。まず、プログラム開発環境の操
作方法とそれを利用したJava言語による簡単なプログラ
ミングの基礎を学びます。その後、少人数からなるゲー
ム開発会社を仮想的に設立し、ゲームソフトウェアの開
発（提案・設計・実装・プレゼンテーションなど）をグ
ループ単位で行います。P B L(Project-Based Learning)という手法に基づき指導しますので、作成するゲーム
は各グループが自由に決定するなど、参加者の主体性・創造性を重視します。この学習プログラムでは、単にゲー
ムプログラミングだけではなく、グループによる実践的なソフトウェア開発も体験的できるため、ソフトウェア開
発の本当の面白さを知ることができます。また将来ソフトウェア産業で活躍するために自分にとって何が必要かに
も気付くことができる貴重な体験の場ともなっています。
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希少糖をとおしてみる最新のバイオの世界

株式会社希少糖生産技術研究所
会期：2011年8月20日（土）13：00 ～ 8月22日（月）14：00 2泊3日

世界最先端の研究素材である希少糖（自然界での存在量が少ない単糖）を
用いて、バイオの研究・生命科学での「物質の立体構造」の重要性を理解し、
体感することを目標としています。糖は身近で親しみやすい最も簡単な構造
の生体物質です。これを用いることで、遠い関係にあると思われがちな最先
端の生命科学と実生活とは、深い関係にあることが分かります。単糖の構造
から「物質の立体構造」を理解し、生命現象の基本に触れることができます。
そして物質の立体構造の少しの違いが全く異なる生物活性を持つことにな
り、予期せぬ悲劇の原因となり、一方では「新しい効用」を与えてくれるこ
とを学びます。
このプログラムでは、身近な実生活と最先端のバイオの世界とを希少糖を

とおして近づけるように工夫されており、創造的な考え方や独創的な研究へ
の導入を大きな課題としています。

生物科学、生物工学

株式会社希少糖生産技術研究所　
三木町希少糖研究研修センタ－
香川県木田郡三木町大字小蓑1351-2
（JR高松駅（会場借り上げバス約60分）
高松空港（会場借り上げバス約20分））

URL：http://www.izumoring.com
宿泊場所：三木町希少糖研究研修センタ－

20名

（1）「糖」の話（バイオの基本物質）
太陽エネルギーを生命が利用するシステムでの糖の役
割とその種類と構造を学ぶ。人間の高感度なバイオセ
ンサーの舌による「利き糖」（「利き酒」でなく）を体
験します。
（2）デンプンの分解（簡単な実験から多くを学ぶ）
酵素の働きを、デンプンの分解を例に実験します。デ
ンプンの分解現象を様々な角度から観察し、酵素の働
きの基本原理を理解します。
（3）酵素の話（バイオリアクターの本体の素顔を学ぶ）
DNAとタンパク質、酵素との関係を学び、酵素の基本
的性質についての話を聞きます。さらに、生命の秘密
は生体物質の立体構造が鍵であることを学びます。
（4）酵素反応の実験（実験は段階的に進めます）
バイオリアクター・バイオセンサーを可能とした革命
的技術である固定化酵素・固定化酵母を作り、ショ糖
を分解する実験、果糖から希少糖を作る実験実習を行
います。
（5）希少糖の世界（特徴ある希少糖の世界へ）
生命科学の基本である「生体物質の立体構造」の重要
性を希少糖の立体構造と機能から学び、独創的な研究
に挑戦する心構えをつくります。
（6）科学の面白さ・大切さを学ぶ
これら全体を通して個々のメカニズムの理解だけでは
なく、一番重要なキャンプの目的である「科学の考え
方」、「自分の地球上での位置」などについて考えてみ
ましょう。

８月２０日（土）
13:00 「高松駅」集合

または「高松空港」（13:30）集合
14:00～15:00 バス会場到着／開講式／ガイダンス
15:00～16:30 講義「糖の話」（バイオの基本物質）
16:30～18:00 実験「デンプンの分解」

（酵素によるデンプンの分解実験と議論）
18:00～20:30 夕食・講師等との交流会

８月２１日（日）
8:00～ 9:00 朝食
9:00～10:00 講義「酵素の話」

（バイオリアクターの素顔）
10:00～12:00 実験「固定化酵素・固定化酵母の作成」

（ショ糖を分解する）
12:00～13:00 昼食
13:00～14:00 講義「希少糖の世界①」（糖の構造）
14:00～17:00 施設見学・実習

（固定化酵素で果糖から希少糖生産）
17:00～18:00 講義「生活の中の立体化学」
18:00～20:30 夕食・ミーティング

（糖の立体構造を理解）

８月２２日（月）
8:00～ 9:00 朝食
9:00～12:00 講義「希少糖の世界②」

（まとめ／成果発表・討論）
12:00～13:00 昼食・閉講式
13:00 バス会場出発
14:00 解散（JR高松駅）

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

「生命にとって糖とは何か」大西正健、講談社
URL http://www.izumoring.com

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）
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地球温暖化シミュレーション～NASAの気候モデルにチャレンジ～

桜美林大学　リベラルアーツ学群

地球温暖化、気候モデル、コンピュータ・シミュレーション

会期：2011年8月22日（月）12：30 ～ 8月24日（水）15：00 2泊3日

このキャンプでは、NASAが開発した気候モデルを用いて、地球温暖化
シミュレーションを体験します。NASAのゴダード宇宙科学研究所
（NASA/GISS）とコロンビア大学は、IPCC（気候変動に関する政府間パ
ネル）で用いられている気候モデルから、一般のPCで動作可能な気候モデ
ル（EdGCM）を開発しました。
桜美林大学ではコロンビア大学の研究グループと連携して、このEdGCM

を用いたキャンプを2009年から開催しています。キャンプでは気候モデ
ルによるシミュレーションを実行するだけでなく、背景にある理論の理解
を深めるために観測や実験も体験します。
そして、参加者は気候モデルEdGCMを持ち帰ることができ、研究を継続

することができます。あなたが考える21世紀のシナリオで地球の未来を予
想し、どうすれば持続可能な社会の構築が可能かを一緒に考えましょう。

桜美林大学町田キャンパス理化学館
東京都町田市常盤町3758
（JR横浜線「淵野辺駅」下車、スクールバス約8分）
URL：http://www.obirin.ac.jp
宿泊場所：桜美林大学多摩アカデミーヒルズ

12名

（1）地球温暖化シミュレーション
地球温暖化シミュレーションでは、コンピュータの中
にプログラムで構築した気候モデルを利用します。最
初にこの気候モデルの構造について学習します。次に
モデル実験の実行に必要な初期条件と境界条件、気候
強制力について学習します。そして、二酸化炭素濃度
が2倍になった場合や二酸化炭素濃度が増え続けた場
合について、シミュレーション結果を分析します。最
後に、グループごとに実験シナリオを考えて、実際に
シミュレーションを実行します。シミュレーション結
果は、データを可視化して、グループ内で議論して最
終的なプレゼンテーションにまとめます。報告会では、
結果を共有して、全員で意見を交換します。
（2）気象観測と実験
地球温暖化は本当に起こっているのでしょうか？地球
温暖化は気象観測で検証しなければなりません。また、
気象は本当に物理法則で記述できるのでしょうか？気
象理論もまた、観測で検証しなければなりません。実
際に気象観測を体験し、物理法則の正しさを確認しま
しょう。
太陽放射と地球放射の違い、二酸化炭素の性質、温室
効果の原理、雲の発生条件と分布、海水の特性など、
地球温暖化の理解に必要な科学を実験で調べてみまし
ょう。
（3）IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の評価

報告書と現状
IPCCの第4次評価報告書を読んだことはありますか？
何が書かれているのでしょう？3つの作業部会がまと
めた報告書を概観してみましょう。何が起こっていて、
何が予想され、何が求められているのでしょう？みん
なで確認しましょう。

８月２２日（月）
12:30～13:00 集合受付
13:00～13:30 開講式
13:30～14:20 気候リテラシー
14:30～15:20 気象観測所の見学と気象観測体験
15:30～16:20 コンピュータ気候モデルの基礎
16:30～17:20 気候モデル（EdGCM）の基礎

８月２３日（火）
9:00～ 9:45 EdGCMの基礎とモデリングの概念
9:45～10:30 地球温暖化シミュレーションの練習

10:45～11:15 CO2と温室効果に関する実験
11:15～12:15 シミュレーション結果の分析
12:15～13:15 昼食
13:15～14:00 シミュレーション結果の報告会
14:00～14:45 最終課題の問題設定
14:45～15:30 シミュレーションの設定と実行
15:45～17:45 雲とCO2と海面上昇に関する実験
18:00～19:30 講師等との交流会

８月２４日（水）
9:00～ 9:50 IPCCの評価報告書と最新情報

10:00～10:50 シミュレーション結果の可視化
11:00～11:50 結果の集約と報告会の準備
12:00～13:00 昼食
13:00～14:30 結果の報告会と総合討論
14:45～15:00 閉講式・解散

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

「地球システムの基礎～地球環境変動と人間活動～」
訳編：坪田幸政　出版社：成山堂書店（2,310円）
・コロンビア大学EdGCMのウェブページ
http://edgcm.columbia.edu/

・IPCC評価報告書のウェブページ
http://www.env.go.jp/earth/ipcc/4th_rep.html

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）
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水産総合研究センターでは水産生物の資源・生態
やそれら生き物たちの住み家となっている海洋の環
境、食品加工などを総合的に研究しています。近年、
日本人の魚離れが指摘されるようになりました。ス
ーパーマーケットの棚に様々な魚の切り身が並べら
れていても、頭が付いた全体の姿・形を見る機会が
減ってきています。お刺身を見ても、何という種類
の魚を食べているのか、そのままでは分かりません。
また、自分で魚をさばく機会もほとんど無いでしょう。今回のキャンプでは、もっ
と魚に親しんで貰うために、実際の魚を手に取ってその身体のつくりや特徴につい
て勉強し、姿・形から魚の種類を見分ける方法を学習します。また、外見から種類
を特定するのが難しい切り身やお刺身からDNAを取り出して分析し、その塩基配列
を調べることにより魚の種類を見わける方法を学習します。卵や稚魚の種類の判別や原料、産地の偽装を見抜くこ
とにも活用できる先端的な種判別技術を身近に感じ、その意義を学んで下さい。

独立行政法人 水産総合研究センター　
中央水産研究所
横浜市金沢区福浦2-12-4
（JR「横浜駅」より50分
JR根岸線「新杉田駅」経由～横浜新都市交通シー
サイドライン「市大医学部駅」下車、徒歩5分）

URL：http://nrifs.fra.affrc.go.jp
宿泊場所：横浜テクノパークホテル ファミール（予定）

10名

このプラグラムの会場である中央水産研究所は、水産
生物の資源、生態、海洋環境、食品加工など幅広く総
合的に研究を行っている研究機関です。DNAの塩基配
列を調べる最新の機器なども揃っており、先端技術の
一端に触れることができます。

1）魚を実際に手にとって、じっくりと外部･内部形態
を観察し、形態から構造や機能、類縁関係に関す
る情報やその重要性を読みといて下さい。

2）魚の身から実際に自分でDNAを取り出して塩基配
列を分析するとともに、得られた配列と既に登録
された遺伝子データベースを照合することによっ
て、分析した魚がどのような種類であったか検索
します。

このプログラムの講義と実験を通じ、魚類生物学の
基本と先端的な技術を学習･体験します。

８月２３日（火）
12:30～13:00 集合受付（中央水産研究所玄関ホール1F）
13:00～13:30 開講式「受講生、講師紹介、オリエ

ンテーション」
13:30～14:15 所内施設見学
14:30～15:20 講義「DNAを使った種判別」
15:30～17:30 実習「DNA抽出とPCR」
17:30～19:00 講師等との交流会

８月２４日（水）
9:00～11:15 実習「PCR産物の電気泳動と観察」

及びシークエンス反応」
11:30～12:00 講義「さかなの身体」
12:00～13:00 昼食
13:00～14:45 実習「魚の形態観察」
15:00～17:00 実習「シークエンス分析の観察」
17:00～17:30 ガイダンス「結果のとりまとめに向けて」

８月２５日（木）
9:00～10:20 実習「シークエンスの結果からDNA

データベースを利用して魚の種名を
判定」

10:30～12:00 結果のとりまとめ
12:00～13:00 昼食
13:00～14:30 調査船「蒼鷹（そうよう）丸」見学
14:30～15:45 結果のとりまとめ（仕上げ）と発表会
15:45～16:00 閉講式･解散

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

山下秀夫（1998）：遺伝子を観る（ポピュラーサイエ
ンス）。裳華房、156 pp。

江島洋介（2005）：これだけは知っておきたい　図解
分子生物学。オーム社、213 pp。

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

魚の種類を見わける・目でみる姿～ＤＮＡによる魚種判別～

独立行政法人

水産総合研究センター　中央水産研究所

分子生物学、遺伝子、魚類学

会期：2011年8月23日（火）12：30 ～ 8月25日（木）16：00 2泊3日
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水稲研究100年の歴史を紐解く～生産技術から見たイネの成り立ちを学ぼう～

独立行政法人

農業・食品産業技術総合研究機構　東北農業研究センター　大仙研究拠点

イネ、品種改良、直播栽培

会期：2011年8月24日（水）12：15 ～ 8月26日（金）15：00 2泊3日

日本人の主食を支えてきたイネの技術改良の
歴史を紐解くとともに、実習などを通じてその
形態的あるいは生理生態的な特徴について紹介
します。また、現在の社会情勢を踏まえたイネ
の品種改良や栽培技術改善の現状について紹介
します。
実習では、肉眼、光学顕微鏡、電子顕微鏡を

使った個体から細胞まで様々なレベルでの観察、
水田土壌の観察・調査を行います。具体的には、
様々な品種を対象に、稲の分げつの規則性などの形態的な調査や、光合成などの生
理活性の測定、幼穂などイネの組織やいもち病原菌等の観察、土壌化学性の簡易分
析などを行います。また、米の食味試験などを通じて、食味改善のための試験研究
の歩みを紹介します。

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構　
東北農業研究センター　大仙研究拠点
秋田県大仙市四ツ屋字下古道3
（JR「盛岡駅」から秋田新幹線「大曲駅」下車、自
動車で約15分。
「秋田空港」からバスでＪＲ「秋田駅」へ。秋田新
幹線で「大曲駅」下車、自動車で約15分。）

URL：http://tohoku.naro.affrc.go.jp/
宿泊場所：大曲エンパイヤホテル（予定）

10名

（1）イネの技術改良の歴史
東北農業研究センター大仙研究拠点は、水稲研究では
100年を超える歴史があります。この間に育成した品
種や技術開発について紹介します。

（2）イネの形態観察、光合成など生理活性の測定及び
水田土壌の調査法

電子顕微鏡等を用いたイネの組織や病原菌の観察、光
合成など生理活性の測定、土壌化学性の簡易分析を行
います。

（3）水稲の低コスト直播栽培技術
省力、低コストにつながる水稲の直播栽培技術を紹介
します。

（4）直播栽培現地圃場におけるイネの生育調査法
水稲の直播栽培現地圃場を見学して、イネの生育調査
を行います。

（5）作物研究における調査・解析手法
実習で得られたデータの解析を行います。

８月２４日（水）
12:15～12:45 「大曲駅」集合受付　車で会場へ移動
13:00～14:00 開講式／オリエンテーション
14:00～15:00 講義「イネに関する技術改良の歴史」
15:00～17:00 講義「様々なイネ品種の紹介」
17:30～19:00 講師等との交流会

８月２５日（木）
9:00～12:00 実習

「様々な品種を対象としたイネの形態
観察、光合成など生理活性の測定」
「水田土壌の調査法」

12:00～13:00 昼食　
13:00～14:00 講義「水稲の低コスト直播栽培技術」
14:20～17:00 見学・実習「直播栽培現地圃場にお

けるイネの生育調査法」

８月２６日（金）
9:00～12:00 実習「作物研究における調査・解析

手法」
12:00～13:00 昼食
13:00～14:00 キャンプのまとめ
14:00～14:30 閉講式
15:00 車で「大曲駅」へ移動後、解散

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

東北農業研究センターHP
http：//tohoku.naro.affrc.go.jp/
「写真で学ぶイネの品種改良」

東北農業研究センター発行
http://tohoku.naro.affrc.go.jp/DB/kome/school/schooltop.html
「お米の品種が出来るまで」東北農業研究センター発行
http://tohoku.naro.affrc.go.jp/periodical/kids/okome.pdf

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）
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がん研究入門～がん細胞の遺伝子解析実習～

埼玉県立がんセンター　臨床腫瘍研究所
会期：2011年8月26日（金）13：30 ～ 8月28日（日）15：45 2泊3日

日本人の2人に1人はがんに罹患し、3人に1人はがんで死亡
するという今日、がんは誰にとっても他人ごとではなく、誰で
もが直面する問題です。埼玉県立がんセンター臨床腫瘍研究所
では「将来のがん医療のために」を目標として、がんに関する
様々な研究をしています。本企画は、がんに関する知識・理解
を深めるとともに、生命科学に対する興味・関心を高めること
を目的とし、当研究所の技術、知識、設備、人材を活用して、
学校では行うことのできない高度な実験を体験できる機会を提
供します。
高校の教科書の中で取り上げられているDNA抽出、PCR、塩

基配列決定という知識を実験によって確かめ、技術を体験し、
その結果をがんに関する生命現象に関連づけることは、教科書
を踏まえた発展的な学習に相当します。教科書または受験勉強
では学ぶことの出来ない貴重な経験になるはずです。

埼玉県立がんセンター　臨床腫瘍研究所
埼玉県北足立郡伊奈町小室818
（JR「東京駅」より約1時間、ニューシャトル線「丸
山駅」下車、徒歩5分）

URL：www.saitama-cc.jp
宿泊場所：新道山家（予定）

20名

（1）実験器具の使い方
DNAの解析では微量の試薬調整を行います。少量の操
作を正確にできるかどうかは、反応結果に大きく影響
します。実験の基礎として、実験操作の練習をします。
（2）細胞の観察
フラスコやシャーレの中で培養されているがん細胞を
位相差顕微鏡にて観察します。
（3）DNA抽出
培養細胞を回収してゲノムDNAを抽出します。
（4）PCR
がん細胞における遺伝子の異常を調べるために、がん
遺伝子の1つに着目して、その特定領域のDNAをPCR
によって増幅させます。
（5）電気泳動
PCRによって増幅したDNAをゲル内で泳動し、目的
とする遺伝子が増幅されているかを確認します。
（6）シークエンス解析
増幅した遺伝子の塩基配列を調べます。シークエンサ
ーの見学を行い、実際の反応は省略します。
（7）データベース解析
パソコンを利用して得られた塩基配列における遺伝子
の変異のタイプを特定します。
（8）レポート作成
実習した内容をまとめるとともに、理解を深めるため
に、得られた結果に対して意味づけを行います。がん
細胞における遺伝子の異常の意味を考察します。

８月２６日（金）
13:30 集合受付
14:00～14:30 開講式
14:30～15:30 実習概要説明
16:00～17:00 実習：ピペットマンの使い方練習

８月２７日（土）
8:45～ 9:15 講義1
9:15～12:15 実習1：細胞観察、DNA抽出、PCR

12:15～13:00 昼食
13:00～13:30 講義2
13:30～16:20 実習2：電気泳動、シークエンス解析

（見学）、データベース解析
16:20～16:50 実習内容の復習
18:00～20:00 講師等との交流会

８月２８日（日）
8:30～10:30 レポート作成

10:30～12:30 公開講演会
「がんの成り立ちを考える」2人の研
究員による講演

12:30～13:30 昼食
13:30～15:15 討論・発表
15:15～15:45 閉講式

＊公開講演会は高校生・高校教員を対象とし、「がん
センター主催」で開催し、サイエンスキャンプの参
加者以外の人も参加できるようにします。

1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

埼玉県立がんセンター臨床腫瘍研究所
http://www.saitama-cc.jp/rinsyousyuyou-labo/index.html

3日目

2日目

1日目

プログラムの関連図書、Webサイト紹介

会　場 スケジュール（予定）

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

生物学、医学、分子腫瘍学
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量子世界の体験～超伝導を体験しよう～
国立大学法人　岡山大学大学院　自然科学研究科

「深く超伝導を知る」
（岩手県・高校2年生）

私がこのプログラムに応募する際、第1希望にこれを書くべきかどうか、
大変迷いました。なぜなら、会場が遠かったからです。しかし、私は超伝
導について非常に興味を持っていたので応募することに決めました。
参加にあたっていくつか超伝導に関する本を読みましたが、思っていた

よりも難しい内容ばかりでした。しかし、ある程度読んでいたおかげで野
原実先生の講義が自然と頭に入ってきて理解することができました。絶対
温度の表し方に慣れるのには少し時間がかかりましたが、今では液体窒素
の77K付近ならイメージできるようになりました。また、大学生が卒業研
究で世界記録の超伝導を発見した話や、鉄系の超伝導が2年だけで金属系
の超電導のTcを越したという話には大変驚かされました。
2日目は液体酸素や電子顕微鏡など、見たり体験したりといったことば

かりでした。最初に極低温の世界や、極小の世界を体験させていただきま
した。温度と気体の体積の関係について知ったり、実際に液体窒素や酸素
を見て窒素が固体になることや液体の酸素が青いことを知りました。電子
顕微鏡で超伝導体を見て、超伝導が実は穴ぼこであることや、電子顕微鏡
でそこにどんな原子があるのか分かることを知りました。
最終日には初日に作製した超伝導体も成功してマイスナー効果や抵抗率

ゼロを見ることができました。このプログラムで一番楽しかったことは研
究者の方から話を聞き、直接会話ができたことです。
学校に帰り、もう1度作製したところマイスナー効果が確認されました。

現在は鉄系超伝導に挑戦してみたいと考えています。作製が成功したり鉄
系という新しい視野を広げられたのは指導して下さった先生方のおかげで
す。今後私が課題研究を進める上で交流することがありましたらよろしく
お願いします。
（今回は、サイエンスキャンプDXとして5泊6日で実施されます。）

くすりを「知る」・「創る」・「活かす」
関西大学・大阪医科大学・大阪薬科大学三大学医工薬連環科学教育研究機構

「薬の生成を通して学んだこと」
（香川県・高校2年生）

今回は薬がどのように医学・工学・薬学と関わっているのか知りたくて
参加しました。
一日目の消化薬の働きについての実験の内容は難しかったですが、時間

を正しく守り測定するという実験の初歩的ですが、大変重要だということ
に気付きました。初めて見る機器を触って実験できて良い経験になりまし
た。そして難しい内容でも、先生の話をよく聞くと理解できたので良かっ
たです。
二日目は薬用植物園をまわり、匂いを嗅いだり食べたりすることで、

「こんな植物からあの薬ができるのか！」と実感がわきました。顕微鏡で
血液や腸の柔毛、大腸菌やブドウ糖の観察もしました。私は一番血液の中
について興味を持ちました。赤血球、白血球はもちろん、好中球、好酸球、
好塩基球等学校の実験では見せてもらえないものが見ることができたので
嬉しかったです。その後は、製剤作りをしました。薬の効能や体の部位に
合わせて、さまざまな形の剤形があり、薬を作るのは薬の中身だけでなく
形までもよく考えなければならないのだと分かりました。錠剤とカプセル
剤を作ることで薬が粉の状態から粒になるまでがよく分かりました。
三日目に薬剤師の方から薬を扱うことについての話を聞きました。同じ

効能の薬でもさまざまな形に加工することで多くの人に使用できるように
するということを聞いて新しい薬を作るだけでなく改良することの大切さ
を学びました。
三日間初めて聞く言葉ばかりでとまどいましたが、難しい内容でも知り

たい！分かりたい！と一生懸命話を聞いたり積極的に活動することによっ
て理解できたときは、本当に嬉しかったです。同じような志を持った仲間
と討論することにより意見を交換しあえるのはとても新鮮で新たな考え方
を知れてよかったです。このキャンプを通して、薬について知れて、自分
の夢に向かって頑張ろうとより一層強く思うようになりました！
（今回は、サイエンスキャンプDXとして3泊4日で実施されます。）

いろいろな物質・材料に触れてみよう
独立行政法人　物資・材料研究機構

「サイエンスキャンプでの貴重な体験」
（岩手県・高校2年生）

今回のサマー・サイエンスキャンプでは「いろいろな物質・材料に触れ
てみよう」というプログラムに参加させていただくことができました。
私は化学が好きで、材料の分野に興味があったので、夢のような3日間

を過ごさせていただきました。
初日の電気抵抗や超伝導の実験では、実際に自分の目で超伝導が起こる

瞬間を見ることができ、とても感動しました。
2日目は実際に試験を行い、材料の強度や靱性を調べました。シャルピ

ー衝撃試験では、温度を変えた試験片を破壊し、破面を走査型電子顕微鏡
で観察しました。金属の引張実験では、液体窒素で冷やした試験片と室温
と同じ温度のものを機械で引っ張り、強度を調べました。これらの実験か
ら、同じ素材であっても、温度を変えたり、叩いたりして少し加工すると、
性質が変わってしまうことが分かりとても驚きました。
3日目の所内見学では、研究室を見学し、研究者の皆さんがどのような

研究をしているのかを説明していただきました。個人的に走査トンネル顕
微鏡の研究室で材料の表面の原子を見ることができ感動しました。
始めの方に、夢のような3日間を過ごさせていただいたと書きましたが、

それは今回参加した他の19名の仲間のおかげです。仲間がいてくれたから
こそ、試験はうまくいったし、試験から得たデータについて議論し、有意
義な時間を過ごすことができました。仲間の皆さんには感謝してもしきれ
ません。
今回のサイエンスキャンプで感じたことは、やはり、化学が好きといっ

てもまだまだ知識が足りないなと思いました。なので、これからより一層
勉強に励みたいと思います。
最後になりますが、引率の先生や施設の方々には3日間本当にお世話に

なりました。ありがとうございます。

松を枯らす線虫をDNAで検出しよう
独立行政法人　森林総合研究所　東北支所

「目に見えない線虫でつながっている東京と盛岡」
（東京都・高校2年生）

「全国からDNAに興味を持った8人の高校生が集まる」。私は参加する前、
自分はついていけるのか不安で、生物の先生に線虫についての質問を沢山
していました。そして、ついにキャンプ初日。講義を聞いていくうちに私
の中の不安は消え、日本の松についてあまり興味をもっていなかった私は、
いつの間にか興味と講義内容への質問をもち始めていたのです。その日、
研究員の方は「方法が大切」としきりに言っていましたが、その意味はま
だよく分かりませんでした。
2日目、前日の「方法」というのがよく分かりました。方法というのは、

もちろん機具の取り扱いやコンタミを防ぐことなどもありますが、しっか
りと筋道の通った方法の中には新しい発見があるかもしれないということ
が分かりました。実体顕微鏡で、線虫の中にいた原生動物を発見できたり、
線虫は頭からうねるように動いていて絡まっていたのを観察できたり、光
を下から通すと体内の腸などが見えてキラキラ光り美しいと思えたり、線
虫の口には針があり、それで食べ物を取っていたり…。私は初めて顕微鏡
の世界に魅力を感じました。そして、まだ発見されていない沢山の種類も
含めて、目には見えない線虫という動物にもそれぞれの生活があり、種に
よっては人間と同じように、それぞれ個性があるということを知り、感動
しました。
その夜、10時過ぎまで発表準備をしていたときの「たとえ他のその実験

に関する情報を知っていたとしても、自分の実験以外の余計な情報は検証
していないからむやみに入れてはいけない」というアドバイスによって、
班員と協力して、2日間勉強したことを凝縮した発表ができました。
たった2泊3日。しかし不安を乗り越えて実行に移した自分に今では感謝

しています。最終日に先生から頂いた「アメーバ」を見る度に、私達の為
に尽くしてくださった研究員の方々を思い出します。本当に、初めてだら
けの良い体験をさせていただき、ありがとうございました。東京と盛岡が
線虫でつながっていると思うと少し嬉しいです。

昨年の「サマー・サイエンスキャンプ2010」に参加した方々の感想です。参加者の感想
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動物を衛（まも）る　ヒトを衛（まも）る
独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構　動物衛生研究所

「気持ちが変わった夏」
（長野県・高校3年生）

僕は「将来、獣医師になりたい」との思いから始まり大学のオープンキ
ャンパスでサイエンスキャンプのことを知り参加しました。きっと難しい
ことをやったりすると思い、自分にできるか不安な気持ちでしたが、僕が
想像していたものとは全然違うものでした。
まず、実験や実習は1人1つの物を使うことができ、講師の先生も1人ず

つついてくれ、実験が苦手な僕でも理解しながら、スムーズに進めること
ができました。その実験の中で僕が1番興味をもったことは、解剖したマウ
スを使って行ったPCR実験です。1日目に生きているマウスを死なせて解
剖するのも驚いたのですが、それ以上にPCR実験は僕の中では驚き興奮し
ました。あんな小さな肝臓の断片を使って様々なことがわかり、教科書で
しかみたことがなかったDNAの二重らせん構造も肉眼でみることができ感
動しました。
また、講師の先生方やほかの研究者の方々と食事会のときに話す機会が

あり、その中の1人が言っていた「獣医は、人以外のすべての動物をみる医
者なんだよ。」という言葉が強烈に印象に残っています。僕は、祖父と父が
獣医師でその仕事を間近でみていて、どんなものか勝手にわかっている気
になっていたのですが、それは、獣医師の仕事の一部だったのだと気づか
されました。しかし、臨床も研究もやり方は違うけれど、共通しているこ
とは、両方とも人や動物のためにしているということは同じだと思いまし
た。
将来僕は、大学に入って大学院まで進んで研究をして、それから地元に

帰りそれを生かした臨床の獣医師になりたいです。このキャンプを通して
ただ獣医師になりたいと思っていただけでしたが、どんな獣医師になりた
いという明確なイメージを作ることができました。
キャンプの為に準備をしてくださった講師の先生方、事務局の方々お忙

しいなか感謝しています。本当にありがとうございました。

理研の最新研究成果を体験しよう！！
独立行政法人　理化学研究所

「有意義な3日間」
（岩手県・高校2年生）

私は生物が大好きで、将来医療系の職に就きたいということもあり、今
回「化合物を使って病気の原因をサイエンスしよう」というテーマに惹か
れこのコースへの応募を決意しました。
応募するにあたって、理化学研究所について調べていく中で、沢山の実

績をあげていることを知り、以前にも増して参加への意欲が高まりました。
このコースでは大きく3つの実験を体験させていただきました。どの実験

も初めての体験で大変貴重な時間を過ごさせていただきましたが、その中
でも鶏卵を用いた血管新生の測定の実験が印象に残りました。これは、ガ
ンの血管新生を抑えることに応用しようというものだとお聞きして、近い
将来今以上にこの治療法が身近になるのかと考えると、大変感動しました。
実験そのものは、一つ一つの動作がそれも初体験で、とまどいもありまし
たが、実験結果を自分の目でしっかりと確かめることができたときは嬉し
かったです。
そして何より今回のサイエンスキャンプで多くの研究者と出会ったこと、

同じ夢を持った仲間と3日間共に過ごしたということが私にとって大きな刺
激となりました。私が主にお世話になった研究室の方々は、どの方も熱心
に私達高校生にも分かるよう丁寧にお話してくれました。また、気さくな
方ばかりで、とても良い雰囲気の中で体験させていただきました。予想以
上に女性の研究者の方が多く、カッコいいなと思ったし、憧れの存在とな
りました。3日間共に過ごした仲間とは普段の友人との会話とはまた違って
新しい世界が広がった気がしました。
3日間普段はできない体験を沢山させていただき、驚きと感動の連続でし

た。自分自身の視野も非常に広くなったように思いますし、これからずっ
と付き合っていける友人も出来ました。3日間でお世話になった全ての方に
感謝しています。
（今回はプログラム、実習内容が異なります。）

生物が見る世界～いくつもの目といくつもの世界～
国立大学法人　浜松医科大学　医学部

「貴重な体験」
（大分県・高校1年生）

私はこのサマー・サイエンスキャンプで、多くのことを学び、貴重な体
験をさせていただきました。このキャンプで最も感じたことは、科学はと
てもおもしろいということです。私は、このキャンプ中ずっと、科学が楽
しくてたまりませんでした。このキャンプで私は科学がいままで以上に好
きになりました。
次に、大学はとても楽しい所だということです。今回、私が参加させて

いただいた浜松医科大学には、多くの優しい先輩や、おもしろい先生方が
いました。私は「こんな方々と毎日、研究や実験ができるなんて楽しいだ
ろうな。」と思いました。
このキャンプの中で体験させていただいたカエルの解剖はとても貴重な

体験の1つです。初めは気が引けましたが、最後まですることができました。
そして、レポートの作成も貴重な体験の1つです。いままでレポートを書

いたことのなかった私にとっては、とても難しいことでした。ですが、わ
からないところは先輩に聞いたり、仲間と話し合ったりして作成すること
ができました。
このキャンプでは多くの仲間ができました。初めは、仲良くできるか不

安でしたが、自ら話しかけてみると、すぐに仲良くなることができました。
私はこのキャンプでできた仲間とこれからも仲良くしていきたいと思って
います。
私はこのキャンプに参加できてとても良かったと思っています。このキ

ャンプを紹介してくれた学校の先生にはとても感謝しています。このキャ
ンプで同じ志を持った人達と触れ合うことによって、これから自分も頑張
っていかないといけないと思いました。もし、次、このような体験ができ
るプログラムがあれば積極的に参加したいと思います。
今回はこのような大変素晴らしいプログラムを組んでいただき、本当に

ありがとうございました。

自然災害が発生するメカニズムを学ぼう
独立行政法人　防災科学技術研究所

「自然災害発生のメカニズムを学んで」
（京都府・高校1年生）

僕は、中学生の時に地震の研究をしていて、将来地震の研究等の仕事に
就きたいと考えていました。なぜなら、母が阪神・淡路大震災の時、僕を
妊娠中に被災して、その苦労話を聞かされ、1人でも多くの人を地震から守
りたいという気持ちがあったからです。
これが今回サマー・サイエンスキャンプ2010に参加した理由です。3日

間という長い時間でしたが、とても良い経験をすることができました。本
来見ることのできない防災科学技術研究所は、思ったより広く、最新の実
験施設が揃っていてとてもびっくりしました。また、先生方の熱意のこも
った講義も印象的でした。僕はその中でも2つの講義が印象に残っています。
1つ目は、「火山が噴火する仕組み」です。これまで地震の研究しかやっ

てこなかった中で、火山の講義はとても刺激的でした。火山は時には重大
な被害を及ぼすことがあっても、観光資源や地熱発電など、僕たちの生活
に深く関わっているということを改めて講義を通じて知りました。
2つ目は、「Dr.ナダレンジャーの自然災害実験教室」です。雪崩や液状化

現象や固有振動など、様々な自然災害を玩具にしてしまうという少し変わ
った考え方で、とても面白かったです。自分に危険が及ばない災害は、人
間は笑ってごまかしてしまうということで、ちょっと複雑な気もしたので
すが、災害を簡略化することで、理解しやすくなったなぁと思いました。
このように、今まで勉強してきた地震もさることながら、今までほとん

ど知らなかったり興味が無かった火山や雪氷災害にも触れ、自分の将来に
も関わる良い経験をすることができました。今後も地震などの自然災害に
ついてもっと深く勉強したいと思っていますが、この経験を忘れず、これ
からの将来に活かしていきたいです。
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あなたも体験　未来のロケット技術
独立行政法人　宇宙航空研究開発機構　角田宇宙センター

「通過地点」
（神奈川県・高校1年生）

ロケットといえば、私のこれまでの人生とは程遠いものがあった。本物
なんてもちろん見たことはないし、せいぜいペットボトルロケットを先輩
方がとばしているのを見たという程度だ。
私は、エネルギーに興味がある。原子力発電だとか、風力発電、太陽光

発電だとか、何もない別々のところから新たな「何か」が生まれる原因の、
エネルギーが発生する…そこに神秘とロマンを見出していた。
このサマー・サイエンスキャンプを終えて私は変わった。今までのエネ

ルギー好きからロケットのエネルギー好きへと変化した。
ロケットの中。それは限りの中で莫大なエネルギーを生み出すことが必

要とされる世界である。いかに効率よくターボポンプを回すのか、どうす
れば更に重さを減らすことができるのか…（ラムジェットエンジン）。設備
見学や講義は、ロケットが最先端技術の結晶である証のように思えた。
来年から私は専門科目を学び、再来年には課題研究をすることになる。

ここで学んだ技術をより深く、より身近に生かすことができるように勉強
していきたい。
最後になってしまったが、私がこのキャンプで痛感したことがある。そ

れは一般科目の必要性だ。特に英語。海外の実験器具ならば取扱説明書も
英語を始めとしているだろうし、こういう研究は日本国内だけでなんとか
なるものではない。だから世界共通語の英語は大切だと感じた。
専門知識のみでなく、こうしたことも教えてくれたこのサマー・サイエ

ンスキャンプには本当に感謝したい。様々なことを学んだ3日間。この3日
間は私の人生における、大切な通過地点だったのかもしれない。

不思議な世界をのぞいてみよう！～最先端の地下研究～
独立行政法人　日本原子力研究開発機構　幌延深地層研究センター

「サマー・サイエンスキャンプを通して」
（京都府・高校1年生）

私は、最初このサマー・サイエンスキャンプに参加するまでは地層処分
のことについてはあまり知りませんでした。どんなことがどんな所で研究
されているのか分からなかったので、今回参加して、よく知ることができ
ました。特に私は、弾性波トモグラフィの方法を知ってとても驚きました。
波を発生させて受振機でそれをキャッチするだけで内部の物が分かるとい
うのがすごいと思いました。それをするには、各物質を通る波の速さを調
べないといけないということが分かりました。
また、同じようなことに興味を持つ、全国からの仲間と出会えて、すご

く刺激をもらえたので良かったです。
研究者の方々からは、私達でも分かるように簡単に説明して下さってあ

りがとうございました。実験、実習などを通して新しい知識を得られて、
本当に良かったです。
さらに、北海道という自然豊かな場所に行くことで、普段は目にするこ

とができないような風景を見ることなどたくさんのことを体で実感できま
した。
研究所の方々からは、高校生でするべきことなどの心得を教えてもらえ

て良かったです。それと、研究者は研究をずっとしているのではないとい
うことも言っておられたのに少し驚きました。
自分は、研究職に就きたいというふうに漠然とした将来の希望がありま

したが、これからは自分のやりたいと思うことをもっと絞って探すことも
とても大切だということが分かりました。でも、色々なことへの知識を持
つことは欠かせないことだということも分かりました。
今回のサマー・サイエンスキャンプで、色々なことが学べたのと同時に、

心も成長させてもらったと思います。このサマー・サイエンスキャンプで
学んだことをこれから生かしていければいいと思っています。

原子力研究における最先端技術を体験してみよう！
独立行政法人　日本原子力研究開発機構　大洗研究開発センター

「化学と科学技術の交わり」
（栃木県・高校3年生）

私は､化学が大好きで、化学の様々な元素の性質をどのように使ってエネ
ルギーにしているのかについて知りたくて応募した。だから、原子力につ
いてはほとんど知識がなかった。しかし、やはり原子力も化学の応用であ
るため、ナトリウムやウラン、ヘリウム、プルトニウムなどの元素の反応
や性質を使って成り立っていた。研究所の人達は工学部の人が多かったが、
地球温暖化を防止するために、CO2を出さないように、そしてより効率よ
くエネルギーを使おうと、元素の性質について知りつくしていた。実験を
追及し、成功することに全力をそそいでいる姿は研究者そのものであり、
とても憧れた。
そして、同世代の人たちと話していると、私より、どの分野においても

知識が長けていてとても刺激を受けた。だから、もっと化学について知識
を身に付けて、現代の最先端技術についても、どのように化学が活かされ
ているかについて興味を持とうと思ったと同時に、自分の勉強不足を身に
しみて、日本全体からの自分の知識力を客観的に見ることができた。やっ
と受験生なのだと自覚した。
今回のサイエンスキャンプは、とても貴重だったと思う。10人全員が仲

良くなれ、それぞれの意見や考えを聞いて、自分の知識へと蓄えることも
できた。それから、化学式でしか見たことがなかった反応を直接見ること
もできた。やっぱり化学こそが1番面白くて、興味深い教科だと再認識でき
た。
私は、科学者・研究者となるために一心不乱に頑張れる自信をつけたし、

科学者・研究者になってから、どのような研究をしたいかの目標も定まっ
た。この心構えを身に付けることができたのも、このサイエンスキャンプ
のおかげである。本当に、ありがとうございました。

未来につなげよう安心な農業と環境～外来植物を探してみよう～
独立行政法人　農業環境技術研究所

「植物について」
（福井県・高校3年生）

農業環境技術研究所のサイエンスキャンプに参加できたことに感謝しま
す。私は当日、不安と期待でいっぱいで会場に入りました。初対面の人達
との実習、研究、発表など、うまく交流が出来るか全く自信がなく不安で
した。しかし、同じ意思を持った人達との野外実習や、個人の意見をまと
めながらのデータ解析や発表は、充実したものになりました。
私が一番印象に残ったことは、野外調査です。どこに外来種が多いかに

ついて仮説検証をして野外に出て調査しました。私は、外来植物はいたる
ところに生育していて厄介者だと思っていました。しかし、意外と外来植
物は少なく、それどころか在来植物であり生育力の強いクズが周りの植物
を追い出しているということを知ったことでした。私は外来植物にばかり
目がいき過ぎていたことに気づきました。この体験を通して、今後、植物
全体の生態系について考えられるように注意していこうと思います。
次に講義していただいた「アレロパシ―」についてです。少々難しかっ

たですが、それらが実在するか否か研究者の方々がさまざまな角度から研
究されていることを知り、研究というものは多様な観点から考察すること
が必要であると私は改めて感じました。また私自身、知識を増やせたこと
に満足しています。
私は今後、生物や環境に関する大学に進学し、いろんな知識を身に付け

たいと思っています。
今回のサマー・サイエンスキャンプは、私の夢の第一歩になったと思っ

ています。このようなすばらしい研修を企画してくださった方々に心から
感謝しています。
どうもありがとうございました。
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高校生ロボットプログラミング塾「T-1グランプリ2010」
株式会社富山総合情報センター

「チームD 2010・富山・我がロボットは
こうして産まれた」

（神奈川県・高校2年生）
今回のサイエンスキャンプで自分がやるのは、プログラミングのみだと

思っていた。しかし、実際に体験したら、ロボットまで作ることが出来て、
大変満足している。自分自身で作ったロボットのプログラミングが出来た
ことで、今までに体験したことのない達成感が味わえたからである。
自分は、このキャンプの直前まで、東京工業大学の広瀬教授のもとでロ

ボット作りをしていて、この体験を生かせると思っていた。しかし、今回
のサイエンスキャンプではロボット作りにとどまらずにプログラムまで作
った。自分にとってプログラミングは初めてだったが、大学生などのTAの
方々が丁寧に教えてくださったのですぐに理解出来た。
プログラムを作り終え、実際にロボットに情報を送り、走行させてみた。

しかし、ロボットはわがままでコースアウトしてしまった。その時、大学
生のTAの方が自分と一緒にプログラムの式の見直しをしてくれた。チーム
キャプテンを務めた自分は「自分の力でやらせてください。」とTAに言っ
た。するとTAからは「チームでの制作だから、チームの一員である自分た
ちTAにも考えさせて。」と反応がきた。そのとき、自分は思わず涙が出た。
そして本番。全員の力で作った我らのロボット4台はどのロボットも好調

で好成績を残した。その結果、優勝できた。この時チームメンバーの残り5
人が自分のことをかこみ「リーダー、おつかれさま。」と言ってくれた。こ
のとき、涙が止まらなかった。この感動・感謝は一生忘れることはないだ
ろう。
このキャンプで施設見学などもでき、充実した3日間を送れた。このサマ

ー・サイエンスキャンプでは、改めてチームワークの大切さを知ることが
できたので良かった。チームの皆さん、TA、スタッフの方々、本当に感謝
しています。

放射光科学の最先端を体験してみよう！
財団法人　高輝度光科学研究センター

「自分の考えを説明する力」
（神奈川県・高校1年生）

僕がこのキャンプに応募した動機は2つある。1つ目は、最先端の施設を
見学すること。今回のキャンプでは世界でも1、2を争う精度の放射光が出
せる加速器と、現在建設中の次世代加速器、XFELを見せてもらった。実際
に見て思った正直な感想は「意外」だった。確かに加速器には精密機械が
たくさん並んでいた。しかし、僕は「光速」というものは、とても人間の
手には負えないような存在だと思っていたので、目の前にある機械でそれ
に近いものが人工的に作り出せると思うと、とても意外な気分になり、科
学技術の進歩が感じられた。
さて、応募した動機の2つ目は、自分で実験してみること。これは、この

キャンプに応募した1番の理由で、普段学校ではほとんど実験をしない分、
とても楽しみにしていた。僕が所属した班ではパイナップルに含まれてい
る酵素ブロメラインに関する実験を行った。ブロメラインの抽出から行い、
見たこともないような道具の使い方を四苦八苦しながら覚えつつなんとか
頭を回転させて、どうしてこの操作をするのかということを考えるという
ことは非常に大変だったが、大変有意義な時間を過ごせたと思っている。
しかし、実験だけでは終わらないのが、このキャンプの醍醐味である。実
験で得られた結果をまとめるという作業をしなくてはならない。今回は行
った実験のうち、2つの結果が食い違っており、それを説明するのに難儀し
た。僕は偶然その2つの食い違いを説明できるアイデアを思い付いたが、夜
遅くで頭が冴えていなかったこともあり、皆にうまく説明できず、先生に
言葉を補っていただき、一応伝わったものの、人に自分の考えを伝える力
を普段から鍛えておかなくてはならない、と痛感した。
今回の体験、特に実験や研究者との交流を通して、今まで漠然としか感

じていなかった研究者になりたいという気持ちが鮮明になった。今後、機
会があればまた参加したい。

東自作パソコンを繋げてスーパーコンピュータを作ってみる
国立大学法人　北陸先端科学技術大学院大学　情報科学研究科

「学んだ事」
（広島県・高校2年生）

私は以前からパソコンに大変興味を持っている。学校でサイエンスキャ
ンプを知り、そのなかにパソコンに関連する講座があるとわかり、応募し
てみようと思った。私が選んだのは「自作パソコンを繋げてスーパーコン
ピュータを作ってみる」というプログラムだ。それまで私はパソコンでイ
ンターネットや他のソフトを使うぐらいでパソコンを作るという考えはな
かったので、大変興味を持った。
キャンプ初日には色々なパーツを組み合わせてパソコンを組み上げた。

パソコンを作るのは初めてで壊してしまうのではないかと心配だったが、
周りが助けてくれて、無事組み上げる事ができた。OSをインストールして
いつも見慣れている画面になると安心した。そのときパソコンを自分で組
み上げたのだという実感がわいた。
二日目、組み上げたパソコンにプログラムを入力してパソコン同士がつ

ながる環境をつくった。いつもはデスクトップでマウスを動かしてパソコ
ンを操作していたがキーボードからプログラムを入力して操作する方法を
学んだ。その方法を知って私は感心した。マウスで操作する方法に慣れて
いたからこの方法はとても不便に感じたが、慣れるとその方法の方が早い
ようだ。プログラムのコマンドを学び、実際にパソコンを操作してみたが
文字で出てくるだけで本当に内部が操作できているのか心配になった。先
生の講義に一生懸命ついていった。
三日目、プログラムも終わって実際にパソコン同士を繋げてみた。パソ

コンを一台ずつ繋げていくと処理能力が上がっていく実感がわいた。自分
でスーパーコンピュータをつくることができたと思うととても感激した。
全国各地から集まったパソコン好きの仲間と先進的な研究機関で勉強で

きたことは一層パソコンの知識が深まりよい経験になった。このような機
会を今後も活かしていきたい。

東京湾の魚介類と環境を調べてみよう
～東京湾の本当の姿を実体験！～

独立行政法人　国立環境研究所　環境リスク研究センター

「東京湾の魚介類と環境を調べて」
（神奈川県・高校1年生）

私は、幼い頃からよく祖父と千葉港へ釣りに行っています。しかし、最
近は魚があまり釣れなくなってきてしまいました。環境汚濁の問題につい
てよく耳にしますが、環境はどのように変化し、東京湾に生息する魚介類
にどのような影響を及ぼしているのか、自分自身の目で確かめるためにこ
のキャンプに参加しました。
私は、東京湾にはもう魚介類はあまり生息していないと思っていました。

しかし、実際に海に出て底曳き網をすると、思っていた以上にたくさんの
魚介類が採れ、驚きました。東京湾では、横浜の近くであるA地点と、横
須賀の近くであるB地点の2カ所で底曳き網をし、採った魚介類をつくばに
ある国立環境研究所まで持って行きました。種名と個体数重量の調査をす
ると、A地点とB地点には採った魚介類に違いがあることが分かりました。
採集と同時に測ったそれぞれの地点の酸素濃度、塩分濃度、水温を照らし
合わせてみるとA地点の方がB地点よりも酸素濃度が低く、種類が少ないこ
とが分かりました。国立環境研究所の主席研究員でおられる堀口先生は、
貧酸素水塊という酸素濃度の非常に低い水が、魚介類の生息に影響を与え
ていると考え、その原因等を研究していらっしゃるそうです。私たちはグ
ループに分かれ、貧酸素水塊の発生原因等を議論しました。
1つのことについてじっくりと考えることは今まであまり経験が無かった

のですが、次から次へと案が浮かび、とても楽しかったです。自分自身で
実際に見て、触って、考え、体全体を使って行ったこの研究は、とても素
晴らしい経験になりました。研究の楽しさや奥深さを山ほど実感し、とて
も充実した思い出に残る三日間でした。
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先端科学で地球環境を探る─海洋コア
国立大学法人　高知大学海洋コア総合研究センター

「積極性の大切さ」
（和歌山県・高校1年生）

初めてサマー・サイエンスキャンプに参加したのですが、とても良い経
験になりました。私は、海が好きで海の研究ができるとのことだったので、
このコースに申し込みました。まず、実際に研究船で海に出て、普通なら
触れることのない器具を使って海底のプランクトンを採取しました。泥を
触ってみると、粘土のように感じられました。採集する場所によって土の
質が違ったりと、いままで深海の泥を触ったことがなかったので、とても
面白かったです。プランクトンの観察でも、学校では使わない顕微鏡を使
わせてもらい、プランクトンには色んな種類の生物がいるのだと知りまし
た。また、海底コアのサンプルを、つつの中から採取し、サンプルの中か
ら有孔虫を取り出し探し出すのがすごく楽しかったです。また、有孔虫の
中から酸素同位体を取り出し探し出すのがすごく楽しかったです。また、
有孔虫の中から酸素同位体を取り出す機械などを見学して、研究すること
のすごさを改めて感じました。教授の池原先生の講義を聞いていて、すご
い研究をしていることが分かり、難しいことでも私たちにわかりやすいよ
う説明していただき、難しいながらも少しずつ理解することができました。
3日目の報告会のためのプレゼンを作るのに、グループになってパソコン

を使いまとめる作業は、私にとってとても新鮮であり勉強になりました。
自分の意見がなかなか言えない場面もありましたが、たくさんの考えや、
まとめを見たりすることができてよかったです。また、発表の時、質問に
きちんと答えられなかったのが残念でしたが、遺伝子コースの人達の質問
の受け答えを聞いていて、もっと積極的に考えを言わなければいけないし、
自分の考えに自信を持たなければならないと思いました。
一番良かったのは、他県の人達と出会えたことです。みんなの、将来や

今を考えているレベルの高さにおどろいたと共に、刺激を受けました。な
ので、私にとってこのサマー・サイエンスキャンプは、とても大切な経験
となりました。ありがとうございました。

意外と面白い放射線医学の世界
独立行政法人　放射線医学総合研究所

「奥が深い放射線」
（東京都・高校2年生）

今まで、私は放射線について少しは知っていると思っていました。しか
し、今回のサイエンスキャンプに参加をして、私の知らない放射線の知識
や情報があり、とても勉強になりました。もともと楽しみにしていた
HIMACの見学は、その大きさに圧倒されました。現在、HIMACは唯一この
放医研にしか存在しないので、目の前で見学し、HIMACの説明を聞くこと
が出来て、二度とない経験をさせていただき、感謝の思いでいっぱいです。
また、マウスの解剖では初めは、きちんと解剖を行えるか不安な部分も

ありましたが高校生一人につき一人の研究者の方が教えてくれたので、と
ても分かりやすく優しく説明をして下さり、無事にマウスの解剖を行えま
した。他にも、MRI・内視鏡・超音波は見たことはあっても実際に自分で
これらの機械に触れたことは無かったので、貴重な体験でした。内視鏡で
は、自分が思っている以上に難しいということが分かりました。
2泊3日のサマー・サイエンスキャンプは、絶対に高校では学ぶ事が出来

ない内容や実験などで、どれも専門的で、これからの自分の将来に役立つ
ものばかりでした。サイエンスキャンプに参加する前は、不安で内容が分
かるか等も考えていましたが、行ってみるとサイエンスキャンプに関わる
全ての方々が親切で分かりやすい説明をして下さって、不安な気持ちも消
えていきました。遠方から来た人達とも友人になり、同じ志を持って夢に
向かって頑張っている人達に出会えて、良い刺激を受けました。このサイ
エンスキャンプをきっかけに改めて私は放射線技師になりたいという気持
ちが強くなりました。今回の経験・体験を活かし、将来は病気の早期発見
を目標に、患者さんの不安を少しでも取り除き、たくさんの人々を助ける
放射線技師になります。三日間、ありがとうございました。

光が変われば葉も変わる～樹木の光環境適応戦略～
独立行政法人　森林総合研究所　関西支所

「サイエンスキャンプに参加して」
（兵庫県・高校1年生）

サイエンスキャンプを終えて、振り返ると「楽しんだな」と思います。
1日目、「森林総合研究所とはどういうところなのだろう」と思い興味深

く思うと同時に「どんな人が参加しているのだろう」とかなり緊張してい
ました。その後、研究所の方々や引率の先生方、他の参加者の自己紹介や
講師の方の講義を聞いたり、実験の下準備をしたりする中で緊張もほどけ
てきました。
2日目、いよいよ具体的な実験をしました。初めて扱う実験器具ばかりで、

発見ばかりでした。特に感動したのは走査型電子顕微鏡です。「これが、葉
の断面」と言われた時の感動は忘れられないと思います。1日中、顕微鏡を
使ったとしても飽きないだろうと思いました。そして、夜は研究所の方々
と一緒に夕食を食べました。流しそうめんを流したり、フランスからの研
究者の方と簡単な英語で話をしました。
3日目、実験結果の発表をしました。プレゼンテーションとしては不十分

で、悔しかったですが、参考になりました。単位には十分注意します。お
土産にもらった「松ぼっくり」は大切に飾ってあります。
ほんとにあっという間の3日間でした。僕はこのキャンプで、技術的なこ

とはもとより多くのものを得ました。つきっきりで指導して下さった研究
所の方々、引率の先生、そして3日間を共にした先輩方と出会ったことはか
けがえのないものになると思います。またお会いできる日を楽しみにして
います。この3日間を端的に表すなら「感動」「感謝」です。僕のつたない
文章力では表現できません。サイエンスキャンプと巡り合えて幸せです。
最後に、このような貴重な機会を与えて頂きありがとうございました。次
回以降のキャンプにも積極的に応募しようと思います。

自然の贈り物～野草から薬ができるまで～
国立大学法人　千葉大学　環境健康フィールド科学センター

「夢への架け橋」
（静岡県・高校2年生）

私は今回、4度目のサイエンスキャンプへの応募で、受かった時は本当に
嬉しかったです。その期待通り、とても有意義な体験をすることができま
した。
まず、全国から集まった同じ志を持つ仲間と学ぶことができたことがと

ても良かったです。自分と同じくらいの年齢の仲間が、何を考え、感じて
いるのかを知って、とても刺激をうけました。私も、体験したことから多
くのことを感じとれるようになりたいと思いました。
フィールド実習や実験の時には、たくさんの野草や生薬の匂いを嗅いだ

り、試食したりできて、とても貴重な体験でした。私達の身の回りも、薬
になる草で溢れているのだと、改めて実感できました。
私の中で一番印象に残っている体験は、煎じ薬と軟膏の作成です。多く

の種類の生薬を煎じて作った煎じ薬は、とても苦いものもありましたが、
きっとよく効くのだろうなと思いました。黄連解毒湯は、飲めない患者さ
んのためにカプセルも作っていると知って、本当によく患者さんのことを
考えているのだなと思いました。また、私は今まで軟膏はどうやって作る
のか全く知らなかったので、実際に作成できてすごく楽しかったです。容
器への移し変えも、薬剤師になったようで、早くマスターしたいと頑張り
ました。
私が参加を希望した動機は薬剤師を目指しているからですが、今まで薬

剤師というと、西洋医学を取り扱う病院や薬局で働くというイメージを強
く持っていました。しかしこのキャンプで、東洋の漢方学を体感して、漢
方にとても興味がわいて、自分で調べたり、大学に入ってからなどに研究
をしてみたいと思いました。そして、薬剤師になったら、西洋医学だけに
とらわれず、西洋と東洋の橋渡しをすることを目標にしたいと思いました。
三日間、本当に楽しかったです。ありがとうございました。
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農楽体験～自然を知る、食を知る、生物を知る～
国立大学法人　高知大学　農学部　及び附属暖地フィールドサイエンス教育研究センター

「サイエンス・キャンプで学んだこと。」
（沖縄県・高校2年生）

私は今回参加した「農楽体験～自然を知る、食を知る、生物を知る～」
で、普段の日常生活や学校では学べない農業のことをいろいろ学び、そし
て貴重な体験をすることができました。
まず、初日の最初の講義である曵地先生のお話で、私を含めメンバー全

員、度肝を抜かれました。単なる農業だけの話でなく、これからの世界の
食糧危機の深刻さや、日本の先進国の割に低すぎる自給率など、私として
はとても心配になる話がたくさんありました。これからの日本とそれを取
り巻く環境と、そして世界について深刻に考えるべきだと感じました。
そして私がこの授業で、完璧に考えが180度変わり、驚いたことがあり

ます。それは、「遺伝子組換え作物」についてのことです。それまで私は、
遺伝子組換え作物は、聞いた感じ何となく、危険で悪いものだという意識
がありました。けれども今そう思っているのは日本だけで、世界ではどん
どん遺伝子組換えが広がっています。それともう1つ、私は自然が地球から
生まれもった遺伝子を、人間の手で変えるのはどうなのだろう、という倫
理的な立場からみた抵抗もありました。だけどレタスは菊の突然生まれた
変種であり、そしてそれを人間が食べているという話を聞いて「ああ、こ
んなこともあるのだ。人間が変えることがなくても、自然界で突然変異が
起こることがあるのだ。」と新たな発見に驚き、ほっとしたのを覚えていま
す。
曵地先生の話だけでなく、高知県の和牛に実際に触れて生命の鼓動を感

じたり、沖縄に住んでいる私には貴重な体験である稲刈りをしたりコンバ
インに乗ったり、充実した三日間を過ごすことができました。夜のミーテ
ィングでいろんなことを話し合って、同じ志を持った仲間たちと語り夢の
話が聞けて良かったです。私はこの三日間で様々な視点から見る事の大切
さに気付けました。このキャンプに参加することができて良かったです。

希少糖をとおしてみるバイオの世界
合同会社希少糖生産技術研究所

「サイエンスキャンプに参加して」
（岡山県・高校2年生）

私がこの希少糖についてのキャンプに行きたいと思った理由は、もとも
とバイオに興味があり、希少糖について何も知らなかったので、勉強した
いと思ったからです。希少糖生産技術研究所でのサイエンスキャンプは初
めてということで、慣れていなくて説明などが分かりにくいのではないか、
という不安もあったのですが、分かりやすいテキストを使い、とても分か
りやすく面白い講義をして下さって、ちゃんと理解することができたと思
っています。このキャンプでは、希少糖研究の第一人者である何森先生の
講義を受けることができたのが、すごく良い経験になりました。Izumoring
Padというものを作って、HとOHの場所が少し違うだけで全然別の糖にな
ることにすごく驚きました。希少糖生産技術研究所では、酵素を用いた希
少糖の生産技術を研究していたのですが、中庭に「ズイナ」という植物が
あって、この葉100gから3gの希少糖が取れるそうです。そういう不思議な
木があることにも驚きました。
今回のサイエンスキャンプで得たものは、知識や経験だけではありませ

ん。同じキャンプに参加した人とは初めて会ったけど、すぐに仲良くなっ
て、たくさんの思い出ができました。講師の先生やアドバイザーの先生な
ど、お世話になった方々も本当に面白くて優しくて、本当に行って良かっ
たと思いました。夜に行ったミーティングでは、皆がちゃんと理解して帰
れるように、アドバイザーの先生が皆に質問をしたりという時間もあって、
すごく充実した時間が送れたと思います。
私は今回のキャンプで、自分にしかできない考えを探そうと思いました。

何森先生がおっしゃっていた「世界的研究とは、自分しかやっていない研
究のことだ。」という言葉が強く印象に残っています。これから私は、研究
者を目指して、日々「自分にしかできないこと」を探し続けようと思いま
す。

アサリ研究のフィールド体験
独立行政法人　水産総合研究センター　中央水産研究所

「出会いと感謝」
（兵庫県・高校3年生）

私がサイエンスキャンプに参加するのは二回目なのですが、やはりあっ
という間に過ぎるように感じる3日間でした。しかし、とても密度の濃い3
日間で思い返すともっと長い日にちがたったようにさえ感じられます。
1日目には、アサリやマイワシに関する講義や、調査船蒼鷹丸や施設の見

学をさせていただきました。講義では知識だけではなく、自分で見て、考
えることや出会いを大切にすることなども教わりました。2日目には、実際
にフィールドへ出て、調査や試料採集を行いました。調査したフィールド
には、本当にたくさんのアサリがいて、手堀りした時に指先に当たるアサ
リの感触に驚き、またすごく興奮しました。フィールドワークの後は、研
究所へ戻りグループに分かれて実験を行いました。私のグループでは、カ
オリンや分光光度計を用いたアサリのろ水速度の計測だったので、アサリ
のろ水活動中は他のグループを見学したり、少し参加したりしていました
が、午前に行ったフィールドワークの疲れのせいか待ち時間がとても長く
感じられました。しかし、水中で活発に動くアサリを見たり、徐々に綺麗
になっていく様子を観察しているととても興味深く感じました。3日目には、
その結果をグラフにしたのですが、思ったより難しく、時間がかかってし
まい、作成してみたいグラフや出してみたい数値を全て出せずに終わって
しまいました。なので、時間がある時に電話やメールで聞いてみようと思
っています。しかし、それでも分かったことは多くあり、特に小さなアサ
リのろ水能力にはとても驚きました。
同世代の仲間達と出会い、いろんな話をできたこともとても良い出来事

でした。最後に、大学やその先に活かせる経験をさせていただいてありが
とうございました。

地球温暖化シュミレーション
～NASAの気候モデルにチャレンジ～

桜美林大学　リベラルアーツ学群

「キャンプに参加して」
（沖縄県・高校3年生）

私が今回、参加した理由は、内容に興味があったのと、大学で学ぶため
の足がかりとして、でした。私は将来、自然環境の分野に進みたいと考え
ていたため、このキャンプの内容はとても興味深いものでした。
参加した初日は、緊張しており、ちゃんと授業が理解できるのか、他の

生徒と打ち解けられるか不安でした。しかし、授業はとても分かりやすく、
他の人たちもとても親しく接してくれました。特に坪田先生の説明はとて
も分かりやすく、楽しかったです。内容は主に地球の大気系から地球温暖
化へのアプローチでしたが、水蒸気も温暖化の原因の一つ、熱の放射の仕
組みなど、とても驚かされるような内容が沢山でした。
二日目には、タイトルにものっていたEdGCMを本格的に使って実習を行

いました。システムを使っていくうちに、今の技術の高さに感動しました。
また、シミュレートをした内容の中で特に興味深かったのは、CO2濃と気
温の変化、氷の変化でした。CO2が増えていくほど気温が上がっていくの
は予想通りでしたが、氷の厚さがあまり変化していない、というものでし
た。その他にも色々なデータが出て、今まで考えていた結果はもっと調べ
てみたいと興味がわきました。その後も、先生の説明、グループでの実験
と、二日目は一番楽しく、学べた一日でした。
三日目の発表は、うまくまとめられず、グループの皆には迷惑をかけて

しまいましたが、協力して作ることができ、また知識の整理としてもため
になりました。他のグループからも気づかされることも多く、聞いていて
参考になりました。
私は、このキャンプで、益々地球温暖化への意識が高まりました。また、

他人と接したり、新しい知識を得ることで、知識や視野も広げることがで
きました。今回お世話になった先生方や大学生の方々には感謝の気持ちで
いっぱいです。



参加申込書の記入方法･応募先について

◆記入方法
1．個人情報の取り扱いについて
募集に関する個人情報の取り扱いについて確認、同意のうえ、「□同意します」に必ずチェックして下さい。
※チェックがない場合、申し込みを受け付けできません。

2．参加希望会場名およびコース
・参加希望会場は第1希望から第5希望まで記入できます。会場名には のみを記入して下さい。希望会場をでき
るだけ多く記入すると、参加の可能性が高くなります。
・以下の会場はコースが分かれています。応募時に希望コースのアルファベット（A, B…）に○印を必ず1つ付けてくださ
い（印がないと無効となりますのでご注意ください）。

3．氏名･性別･保護者氏名
応募者本人の氏名、性別、年齢を記入してください。
必ず、保護者の方の自署、押印をお願いします。

4．学校名
学校名は正式名称を記入してください。
例）国立○○大学附属○○高等学校、○○県立○○中等教育学校、学校法人○○学園○○高等学校　等
また学校が所在する都道府県を記入してください。

5．科学や技術の部活動、サークル活動、自由研究の実績
部活動などの課外活動や学校外で取り組んでいる活動等、自主的な活動の内容や実績を記入してください。ただし学校の
授業の一環として行った活動は記入しないでください。

6．自宅住所･連絡先
住所は都道府県名から記入して下さい。
また選考後、参加決定者に電話やFAXで連絡をとることがあります。電話番号やFAX番号は連絡をとりやすい番号を記入
してください（複数記入可）。
学校の寮等に入っている場合は、自宅と寮の両方の住所、電話番号を記入してください。

◆応募方法
｢参加申込書」に必要事項を記入のうえ、下記応募先に応募締切日（当日必着）にてお送りください。必ず、保護者が自筆
で署名･押印した原本を郵送してください（FAX不可）。
応募は1人1通とさせていただきます。応募書類を複数送られた場合は無効となりますのでご注意ください。
※サイエンスキャンプDX、サイエンスキャンプの両方で希望会場がある場合でも、同じ参加申込書1通に記入してください。
例：第1希望 サイエンスキャンプDX会場、第2希望 サイエンスキャンプ会場、第3希望 サイエンスキャンプ会場････

※以下のサイエンスキャンプDX会場については、参加申込書に加え、追加資料の提出が必要です。詳しくは、各会場のプロ
グラム紹介ページを確認してください。

◆応募締切日 2011年6月14日（火）　当日必着

◆応募先
サイエンスキャンプ本部事務局
公益財団法人日本科学技術振興財団 振興事業部内　
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園２番１号
電話：03-3212-2454 ホームページ：http://ppd.jsf.or.jp/camp/

会場略称

サイエンスキャンプDX
・筑波大学生物学類 筑波大学生命環境科学研究科 菅平高原実験センター（A, B）

サイエンスキャンプ
・農業･食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所（A, B）
・理化学研究所 和光研究所（A, B, C）
・農業環境技術研究所（A, B）
・農業･食品産業技術総合研究機構　近畿中国四国農業研究センター（A, B）
・財団法人高輝度光科学研究センター（A, B, C, D）
・高知大学海洋コア総合研究センター／総合研究センター遺伝子実験施設（A, B）

・千葉大学教育学部
・数理の翼
・筑波大学生物学類筑波大学生命環境科学研究科菅平高原実験センター
・｢数理の翼」大川セミナー2011実行委員会（大川市）
・福井工業大学
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参加希望会場名
サイエンスキャンプDX
以下の表に追加資料「要」となっている会場は、参加申込書に加えて追加資料の提出が必要です（各会場のHPより必要様式を
ダウンロードして記入してください）。
第2希望以下にサイエンスキャンプDXを選んだ場合やDXを2箇所以上選んだ場合でも、それぞれの会場に必要な追加資料を提
出してください。

サイエンスキャンプ

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名 追加資料
千葉大教育 命の仕組みに迫る！ ～ 2011年、先進科学の旅～ 千葉大学　教育学部 要
数理の翼 第３２回数理の翼夏季セミナー 数理の翼 要

筑波大 A, B
フィールドに出よう
～夏の菅平高原で生物学を学ぼう～

筑波大学 生物学類
筑波大学生命環境科学研究科
菅平高原実験センター

要

岡山大
量子世界の探検
～超伝導から備前焼セラミックスまで～

岡山大学大学院　自然科学研究科

数理大川市 「数理の翼」大川セミナー2011 「数理の翼」大川セミナー2011実行委員会（大川市） 要

福井工大
最先端エコデバイスを作ろう
～有機 EL・LED・無機 EL＆太陽電池～

福井工業大学 要

関西三大 くすりを「知る｣・｢創る｣・｢活かす」
関西大学・大阪医科大学・大阪薬科大学
医工薬連環科学教育研究機構

会場略称 コース プログラムタイトル 会場名

名古屋大 マイクロ２足歩行ロボットの製作と制御
名古屋大学大学院 工学研究科
マイクロ・ナノシステム工学専攻

産総研関西
作って・観て・光らそう！ 
不思議なナノテクノロジーの世界

産業技術総合研究所 関西センター

物質材料
金属の強さを調べよう！
～鉄を冷やすとどうなるのか？～

物質・材料研究機構

九州農研 肉牛を科学する・反芻動物のバイオマス変換機能
農業・食品産業技術総合研究機構
九州沖縄農業研究センター

東大農学
森林の未来は？
～森を知り、持続的な取り扱いを考える～

東京大学 大学院農学生命科学研究科
附属北海道演習林

森林東北
森林の小さな大敵を探し出せ！
～DNAで検出する松の病原線虫～

森林総合研究所 東北支所

畜産研 A, B
乳酸菌とクローン
～高品質な畜産物の生産をめざす研究に触れる～

農業・食品産業技術総合研究機構
畜産草地研究所

動衛研 動物を衛（まも）る、ヒトを衛（まも）る
農業・食品産業技術総合研究機構　
動物衛生研究所

国環研 環境と生物 国立環境研究所 地域環境研究センター
森林多摩 森の動物を調べよう 森林総合研究所 多摩森林科学園

清水建設
最新の木造建物をさぐる
～木を通じて体験する最先端の建築構造技術～

清水建設株式会社 技術研究所

理研 A, B, C 理研の最新研究成果を体験しよう 理化学研究所 和光研究所

浜松医大
生物が見る世界
～いくつもの目といくつもの世界～

浜松医科大学 医学部

防災研
災害に強い社会づくりに君も貢献 “防災科学技術を学
ぼう！”

防災科学技術研究所

神戸大農学 植物の力で環境を浄化しよう 神戸大学 農学研究科
ＪＡＸＡ角田 あなたも体験 未来のロケット技術 宇宙航空研究開発機構 角田宇宙センター
ＪＡＸＡ調布 航空宇宙技術の最先端研究を身近に体験してみよう 宇宙航空研究開発機構 調布航空宇宙センター

ペット専門 海洋生物の観察と調査 ～海の中を知ろう～
日本ペットアンドアニマル専門学校
八幡野ダイビングセンター

原研幌延
不思議な世界をのぞいてみよう！ 
～地下研究の最前線～

日本原子力研究開発機構
幌延深地層研究センター
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会場略称 コース プログラムタイトル 会場名

原研大洗 原子力研究における最先端技術を体験してみよう
日本原子力研究開発機構
大洗研究開発センター／那珂核融合研究所

中央農研
農作業ロボットを体験 
～水田の農作業を無人で実行～

農業・食品産業技術総合研究機構
中央農業総合研究センター

作物研
遺伝子組換え作物のサイエンス
～遺伝子の機能を探ろう～

農業・食品産業技術総合研究機構 作物研究所

農環研 A, B 未来につなげよう、安全な農業と環境 農業環境技術研究所

森林木材
樹種によって違う木材の顔と働き
～木材の構造とその機能を探る～

森林総合研究所 木材特性研究領域

森林遺伝
遺伝子で種を分類する
～樹木のＤＮＡバーコーディング～

森林総合研究所 森林遺伝研究領域

原研関西光
光科学の研究者体験をしよう！
～光で「観る」「拓く」「創る」～

日本原子力研究開発機構 関西光科学研究所

中国農研 A, B コムギの加工適性の解析
農業・食品産業技術総合研究機構 
近畿中国四国農業研究センター

富山情報
高校生ロボットプログラミング塾
「T-1 グランプリ ２０１１」

株式会社富山県総合情報センター

ＪＡＸＡ筑波
宇宙開発の最前線から学ぼう　
～サマー・コズミックカレッジ～

宇宙航空研究開発機構 筑波宇宙センター

埼玉工大
バーチャルリアリティを活用した 3 次元可視化・触感
の理科実験

埼玉工業大学

高輝度セ A, B, C, D 放射光科学の最先端を体験してみよう！ 高輝度光科学研究センター
北陸先端大 自作パソコンを繋げてスーパーコンピュータを作ってみる 北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科
原研東濃 感じてみよう!! 地球のすがた ～地下の世界を探る～ 日本原子力研究開発機構 東濃地科学センター
同志社大 最先端のエネルギー輸送と変換の技術に触れよう 同志社大学 エネルギー変換研究センター

国環研環境
東京湾の魚介類と環境を調べてみよう 
～東京湾の本当の姿を実体験！～

国立環境研究所 環境リスク研究センター

高知大海洋 A, B
先端科学で地球環境を探る
～海洋コアと遺伝子資源～

高知大学 海洋コア総合研究センター／
総合研究センター遺伝子実験施設

放医研 意外と面白い放射線医学の世界 放射線医学総合研究所
海洋研 地震と地球科学 海洋研究開発機構

森林関西
ナラ枯れのメカニズムを探る 
～カシノナガキクイムシが運ぶナラ菌～

森林総合研究所　関西支所

千葉大環境 自然の贈り物 ～野草から薬ができるまで～ 千葉大学　環境健康フィールド科学センター

高知大農学 農楽体験 ～自然を知る、食を知る、生物を知る～
高知大学 農学部及び附属暖地フィールドサイエンス
教育研究センター

東京工科大
はじめてのゲームソフトウェア創り 
～ソフトウェア開発入門～

東京工科大学 コンピュータサイエンス学部

希少糖研 希少糖をとおしてみる最新のバイオの世界 株式会社希少糖生産技術研究所

桜美林大
地球温暖化シミュレーション 
～NASAの気候モデルにチャレンジ～

桜美林大学 リベラルアーツ学群

水産中央
魚の種類を見わける・目でみる姿
～DNAによる魚種判別～

水産総合研究センター 中央水産研究所

東北農研
水稲研究 100 年の歴史を紐解く
～生産技術から見たイネの成り立ちを学ぼう～

農業・食品産業技術総合研究機構 
東北農業研究センター 大仙研究拠点

埼玉がんセ
がん研究入門
～がん細胞の遺伝子解析実習～

埼玉県立がんセンター 臨床腫瘍研究所

81



82

募集に関する個人情報のお取り扱いについて

公益財団法人 日本科学技術振興財団
個人情報管理責任者　坪井　健司

｢サイエンスキャンプ」本部事務局は、独立行政法人 科学技術振興機構からの委託により（公財）日本科学技術振興財
団が実施運営しております。ご提供いただいた個人情報は当財団の定める「個人情報保護方針」に基づき、次のように取
り扱います。ご応募される方は、以下に記載された内容について同意された上、ご応募下さいますようお願いいたします。

１．個人情報の管理者について
ご提供いただいた個人情報は以下の者が適正に管理いたします。
公益財団法人 日本科学技術振興財団　　　個人情報管理責任者　坪井　健司

個人情報取扱部門責任者　棚橋　正臣

２．個人情報の収集目的について
サイエンスキャンプ事業においては、応募に際してご記入いただいた応募者本人の個人情報および参加決定後必要に
応じてご提供いただいた参加者ご本人やご家族の個人情報、あるいはWEBサイトで情報提供を希望された方の個人
情報などが当財団に登録されており、この個人情報については、当財団がサイエンスキャンプの円滑な運営を遂行す
るために使用するとともに、この事業に関連する各種のご案内や当財団が実施する科学技術・理解増進活動及び科学
技術の普及・啓発活動に関する情報のお知らせのために利用させていただきます。

３．個人情報の業務委託について
当財団は、サイエンスキャンプ事業の目的達成に必要な範囲内で業務委託を行います。
この場合の委託先は、個人情報に関し十分な保護水準を満たしている者を選定し、当財団が適切な監督の下、厳重な
管理を実施します。

４．個人情報の第三者への提供・預託について
ご提供いただいた個人情報に関しては、サイエンスキャンプの主催者である独立行政法人科学技術振興機構、サイエ
ンスキャンプを受け入れる機関や運営遂行上必要な関係先及び生徒を引率する教員などに対して、運営に必要な情報
として提供いたします。なお、サイエンスキャンプ事業に係わりのない第三者に提供することはありません。

５．個人情報のご提供の任意性について
個人情報のご提供は任意ではありますが、必要な情報がご提供いただけない場合は、上記利用目的の遂行に支障が生
じる可能性がありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

６．個人情報に関するお問い合わせについて
ご提供いただいた個人情報に関して、開示、及び開示の結果、当該情報が誤っている場合に訂正または削除のお申し
出をいただいた場合には、速やかに対応させていただきますので、下記まで電話、FAX、E-mailなどでご連絡下さい。

７．「サイエンスキャンプDX」に参加される方へ
「サイエンスキャンプDX」に参加する場合、参加決定後は、各受入実施機関（会場）の管理責任及びその個人情報保
護方針に基づき、各会場と直接に個人情報を授受を行っていただくこととなりますので、予めご承知おきください。

連絡先：公益財団法人 日本科学技術振興財団　振興事業部内
サイエンスキャンプ本部事務局
〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園2番1号
電話：03-3212-2454 FAX：03-3212-0014
E-mail：camp@jsf.or.jp



学　校　名 都道
府県

国立
公立
私立

氏　　名

フリガナ

応募動機（サイエンスキャンプに参加を申し込んだ動機、参加にかける熱意等をお書きください。濃い黒字で、はっきり書いて下さい）

サマー・サイエンスキャンプ参加申込書

参加希望
会場略称

希望コース

第２希望第１希望

（姓） （名）

性別

男 ・ 女

年齢

　 　  歳

第３希望

保護者
氏名

第４希望 第５希望

携帯電話

自宅電話番号

自宅住所

寮の住所・
寮名称

E-mail @

FAX番号

必
ず
保
護
者
の
承
認
と
ご
署
名（
自
署
）、押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

科学や技術の部活動・サークル活動、自由研究の実績がありましたら具体的にお書き下さい。

有   ・   無

これまでの
応募経験

キャンプ
参加経験

有   ・   無

都道
府県

都道
府県

自署

学年

応募締切日
6月14日（火）必着

A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D A・B・C・D

電話

　 同意します
公益財団法人 日本科学技術振興財団 サイエンスキャンプ本部事務局　御中
募集要項の内容および個人情報の取り扱いについて同意のうえ、
サマー・サイエンスキャンプに申し込みます。 （必ずチェックしてください）

本部事務局記入欄

※コピーした用紙でもかまいません。ただし黒ボールペン等で濃くはっきりと記入してください。

※現地集合・現地解散です（自宅と会場間の往復交通費は自己負担となります）。開催される場所をご確認のうえ、応募してください。





「ウィンター・サイエンスキャンプ'11-'12」、「スプリング・サイエンスキャンプ2012」
開催予告

冬休み、春休みにもサイエンスキャンプを開催する予定です。ふるってご応募ください。

●ウインター・サイエンスキャンプ'11-'12（予定）
【会場】
サイエンスキャンプDX
［大学］
筑波大学生物学類／愛媛大学無細胞生命科学工学研究センター　　

サイエンスキャンプ
［大学］
北見工業大学／東北大学（大学院工学研究科 創造工学センター）／足利工業大学／東京大学数物連携宇宙研究機構／鳥取大学／
福岡教育大学

［公的研究機関］
宇宙航空研究開発機構（筑波センター）／農業生物資源研究所

全10会場（206名）

【応募期間等】
開催期間 応募期間 応募締切日

2011年12月25日～2012年1月7日 2011年10月上旬～11月上旬 2011年11月上旬

●スプリング・サイエンスキャンプ2012（予定）
【会場】
サイエンスキャンプDX
［大学］
神奈川工科大学（創造工学部）

［公的研究機関］
高エネルギー加速器研究機構

［その他］
企業組合 五島列島フアンクラブ

サイエンスキャンプ
［大学］
東京農業大学（生物産業学部）／慶應義塾大学（環境情報学部先端生命科学研究所）／東京工科大学（メディア学部、応用生物学
部）／新潟大学（脳研究所）／大阪工業大学（ナノ材料マイクロデバイス研究センター）／九州大学（芸術工学部 音響設計学
科）／鹿屋体育大学

［公的研究機関］
日本原子力研究開発機構（敦賀本部 国際原子力情報・研修センター）／情報・システム研究機構　国立情報学研究所

［民間企業］
鹿島建設株式会社／日本電子株式会社／日本電信電話株式会社／東レ株式会社／オムロン株式会社（京阪奈イノベーションセンター）
全18会場（283名）

【応募期間等】
開催期間 応募期間 応募締切日

2012年3月19日～3月30日 2011年12月下旬～2012年1月下旬 2012年1月下旬






